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2.15.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
岩渕 俊 
 
 
塗装作業における熟練技能可視化のための一検討 
（概要）現在，大型部品の塗装作業では，熟練技能が何かとは具現化されていない．そのため
作業者の技能習得が困難となっている．そこで本研究では，熟練技能の数値的な解明を目指す． 
本研究では，塗装作業の手首と肘の動作に着目し，作業中の各部位の角速度データを取得する
ことで動作の数値的解析を可能とする．この角速度から得られる知見をもとに，塗装作業にお
ける熟練技能について検討する． 
清水 和樹 
 
 
モチーフの奥行き情報を理解するための初心者向け対話的デッサン学習支援システムの検討 
（概要）絵を学ぶ際の基本的な訓練方法として鉛筆デッサンがあり，先行研究で対話性を重視
したデッサン学習支援システムが提案されている．先行研究では２次元の比率学習を行ってい
るが，デッサンの対象は３次元の物体であり，奥行きの把握に対する学習が必要となる．本研
究では，正しく立体を捉えるために，一般のデッサン学習でも使用される箱パースを用いた，
角度と比率を学習項目とする対話的なデッサン学習支援システムを提案する． 
白川 将寛 
  
符号化レートに対応した画像のサブバンド符号化における最適帯域分割 
（概要）サブバンド符号化において，従来方式は入力画像の電力に基づいて最適分割を求めて
いるので，高符号化レートの時は適切な分割となる．一方，低符号化レートの時は量子化によ
り信号の電力が変化するために，最適な分割パターンも変化してしまう．そこで本研究では，
符号化レートが指定された時，PSNR 対エントロピー特性の観点において，最適な分割パターン
と各サブバンドにおける最適な量子化を求めるアルゴリズムを提案する． 
万谷 勇輝 
 
多様な 3D キャラクタのための特徴関節による効果的な表現入力法 
（概要）３Ｄキャラクタを用いたアニメーションの動きの指定において，モーションキャプチ
ャは実動作から作成できる他，多くの動作を格納したデータベースが存在する．しかし，高価
な設備と専門の演技者，またキャラクタに合わせるための編集が必要になる．本研究では，誇
張動作に関連するアニメーション表現を定義し，それらの制御パラメータ設定をカメラからの
実動作入力により自動決定する，多様なキャラクタに対応した手法を提案する． 
熊谷 一生 
  
帯における結び目構造の入力のための抽象化モデルによる入力・表示インタフェース 
（概要）モデリングが困難な形状のひとつに結び目を持つ形状がある．結び目を持つ形状は自
己遮蔽が多く既存のソフトでモデリングするは困難である．本稿では特に帯におけるモデリン
グを実現するために，構造のみ（帯の軌跡，前後関係，裏表）の情報を入力する構造情報入力
の段階と，三次元情報を入力するための表現情報入力の段階の二つに分けた．本稿では特に構
造情報入力に焦点を当て，そのための抽象化モデルの提案と構造の表示を行う． 
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(b) 博士(前期)論文概要 
周 寧寧 
 
中国ダイ民族舞踊のリズム感における腰部の傾きの特徴抽出法 
（概要）中国ダイ民族の舞踊には，基本とされるリズムがあり，腰部の動作が重要とされてい
る．この動作の軌跡は弧を描くように，また，腰の角度も弧に沿うように滑らかに変化するこ
とが良いとされている．これらの動作をテンポに合わせて行うため，テンポに合っているかど
うかを評価する「規則性」と，揺れと切り返し全てをスムーズに行う「滑らかさ」が指導者の
評価基準となっている．しかし，これらの評価基準は，学習者自身が客観的に判断することが
難しく，独習する際の限界点を作る要因となっている．本研究では，「規則性」をテンポとの一
致度，「滑らかさ」を腰部の角度変化と考え，加速度センサの特性を用いた特徴抽出法を提案し
た．センサの特性は体重移動に関係していることから，取得したデータから自動的に「規則性」
「滑らかさ」を取得するアルゴリズムを提案した．実験の結果，テンポの変化において，速い
方が難しいと学習者自身の主観では判断していたが，遅い方が難しいことが数値的に得られ，
指導者の評価と一致していることが分かった． 
大内 優子 
 
超低磁場 MR 画像の構造的特徴に基づいた脳疾患検出-家庭用 MRI の実現のために- 
（概要）本研究では，社会的な問題である脳疾患の早期発見を解決するために，ユーザが自ら
計測可能であり，撮影された画像を処理することで，疾患を発症している可能性の有無を判断
する装置として，家庭用 MRI を開発する．具体的には，提案する装置の核となる超低磁場 MR 画
像からの疾患検出アルゴリズムとして，疾患自身および，疾患の出現によって影響を受ける脳
組織の構造的特徴を利用した手法を提案した．提案手法を実際の患者脳画像に適用することで，
一部の組織における誤検出はあるものの，脳腫瘍および脳内出血については疾患検出が可能で
あることが明らかとなった． 
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(c) 博士(後期)論文概要 
  該当なし 
 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
1) 上野育子, 亀田昌志, 井上敬, 西本英明, 小笠原邦昭, 小川彰, "CPR 画像における角度情報を利用し
た脳腫瘍症例の中心溝位置推定", Medical Imaging Technology, Vol. 27, No. 5, pp. 332-340, 
2009.11. 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 郡未来, 松田浩一, 海賀孝明, 長瀬一男, "加速度センサを用いたソーラン節の腰部動作における類似
度判定法", 画像電子学会，ビジュアルコンピューティングワークショップ, No. 3, 2009.11. 
2) 熊谷一生，松田浩一, "帯における結び目構造の入力のための抽象化モデルによる入力・表示インタフ
ェースの検討", 画像電子学会，ビジュアルコンピューティングワークショップ, No. 7, 2009.11. 
3) 郡未来, 松田浩一, 海賀孝明, 長瀬一男, "「ソーラン節」の櫓漕ぎにおける腰部動作の速度変化の数
値化手法", 情報処理学会，じんもんこん 2009，pp. 141-146，2009.12. 
4) 周寧寧，郡未来，松田浩一， "中国ダイ民族舞踊のリズム感における腰部の傾きの特徴抽出法", 情報
処理学会，第 136 回ヒューマンコンピュータインタラクション研究会，Vol.2010-HCI-136, No. 10，
2010.01. 
5) 澤田尚大，郡未来，松田浩一， "歩行周期抽出による歩行変化の可視化についての一検討", 情報処理
学会，第 138 回グラフィクスと CAD 研究会，Vol.2010-CG-138, No. 7，2010.02. 
6) 中里 直樹，松田 浩一，中里 利則， "和太鼓のバチさばきにおける「勢い」と「脱力」の抽出と分
類の一検討", 情報処理学会，第 138 回グラフィクスと CAD 研究会，Vol.2010-CG-138, No. 8，
2010.02. 
7) 大内優子, 上野育子, 亀田昌志, 藤原俊朗, "超低磁場MRIにおける位相画像の構造的特徴を用いた脳
疾患検出", 信学技報, IE2009-168, pp. 209-214, 2010.2. 
8) 熊谷一生，松田浩一, "帯における結び目構造の入力のための抽象化モデルによる入力・表示インタフ
ェース", 情報処理学会，インタラクション 2010, SA31, 2010.03. 
9) 熊谷一生，松田浩一, "多数の重なりを持つ帯の結び目構造入力インタフェース", 情報処理学会，第
72 回全国大会，1ZH-4, 2010.03. 
10) 清水和樹，亀田昌志, "モチーフの奥行き情報を理解するための初心者向け対話的デッサン学習支援シ
ステムの検討", 情報処理学会，第 72 回全国大会，3ZM-9, 2010.03. 
11) 白川将寛，亀田昌志, "符号化レートに対応した画像のサブバンド符号化における最適帯域分割", 情
報処理学会，第 72 回全国大会，5ZD-2, 2010.03. 
12) 万谷勇輝，松田浩一, "多様な 3D キャラクタのための特徴関節による効果的な表現入力法の検討", 情
報処理学会，第 72 回全国大会，5ZH-5, 2010.03. 
13) 岩渕俊，熊谷翔太，松田浩一, "塗装作業における熟練技能数値化のための一検討", 情報処理学会，
第 72 回全国大会，6ZE-9, 2010.03. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 熊谷一生，ビジュアル情報処理研究合宿，Unique Research Award，リボン形状における三次元結び目構造の入
力手法の提案，2009 年 9 月 13 日． 
2) 万谷勇輝, 第 9回ドコモカップ東北 FOMA i アプリ部門, 準グランプリ, 2010 年 1 月 23 日. 
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3) 佐々木淳, 岩手県立大学, 学長特別賞, 研究活動, 2010 年 2 月 9日. 
4) 熊谷一生, 岩手県立大学, 学長特別賞, 研究活動, 2010 年 2 月 9日. 
2.15.4. その他の活動 
[ゼミ・卒業研究について] 
密度の高い指導および深い議論を目的とし，3年生後期より，学生は 2人の教員から主担当となる教員を決め，卒
業研究までの指導を受けるという，講座内における大講座制を実施している．それにより，学生間に研究テーマへ
の意識を早期から持たせ，研究テーマの早期決定および 3年次前期からの卒業研究体制を試みている．本講座では，
大講座的な実施を行いながらも，定期的に全体でのゼミを実施し，発表形式による相互の情報交換や議論を行う機
会を設け，小講座制と大講座制の長所を取り込める形を目指している． 
本年度は，卒論提出者が全員学会発表を行うことができた． 
[コミュニケーション能力の向上について] 
 小講座制・1 年生からの講座配属という特長を生かし，縦割りのチームを編成して学年を横断するレポートチェッ
クやイベントなどに取り組む試みを行った．1 つのチームには 1 年生から大学院生まで各学年 1 名ずつ所属し，レポ
ートを提出する際には，上級生のチェック・署名がなければ提出できない．また，イベントの企画や文献管理といっ
たことも，チームごとにローテーションで携わり，全員が関わるような体制を試みた． 
 
